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1937 - 1969

日本の油脂工業は、石鹸・マーガリン原料としての硬

化油の輸出から始まります。昭和になり輸出が急増す

るなか、日本産業の傘下にあった日本食糧工業、国産工

業不二塗料製造所、ベルベット石鹸、合同油脂が合併し、

1937年6月に第1次日本油脂が誕生。化粧石鹸・洗濯

石鹸の一貫生産を目指す総合油脂化学会社として操業

を開始しました。その際に、社是として「日夕進展希望熾」

と「協力一致資国富」が制定されます。この言葉には、

国家産業へ貢献する、そして、そのためには各人の協力

が不可欠であるという想いが込められています。

終戦後は、生活物資の窮迫や物価高騰などの混乱を

経て、1949年7月に第2次日本油脂として、油脂・塗料・

火薬・溶接棒の4部門を持つ化学メーカーとして再出発

します。油脂の原料は魚油から牛脂・ヤシ油へと代わり、

精製技術の革新により開発した単体脂肪酸の誘導体が、

殺菌剤や乳化剤に使われるなど用途が拡大。さらに、

マーガリンやショートニングなど食用加工油脂の分野に

も事業を展開しました。

1950年代に入り石油化学工業が躍進すると、天然ゴ

ムから合成ゴムへ、木材・金属・ガラスから合成樹脂へ

と素材の主役が交代します。高度経済成長により、3C

（カラーテレビ・カー・クーラー）といった大型組立製品

が急増する動きを受け、広範な産業分野への販路拡大

に注力します。各種の単体脂肪酸とともに誘導体を開

発し、非イオン界面活性剤の製品群を充実。乳化剤・改

質剤・安定剤として用途開発を図り、医薬・化粧品・ト

イレタリー、紙・パルプ、土木・建築など幅広い分野で

顧客を獲得しました。さらに、合成ゴム・合成樹脂の製

造に欠かせない有機過酸化物の量産化に取り組むほか、

洋菓子や焼菓子の市場拡大から食用加工油脂の生産が

急増しました。ほかにも、宇宙開発事業団による人工衛

星の打ち上げ計画では固体推進薬を開発するなど、事

業の多角化を推進しました。

油脂を中心に、石油化学へと事業領域を拡大
時代を先取りした製品で、高度経済成長を支える
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1970 - 2006
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1970

1980
バイオテクノロジーを中心に、医薬品業界に着目
新素材の研究開発に注力し、製品ラインナップを拡充

1968年、いざなぎ景気に沸く日本のGNP（国民総

生産）は、当時の西ドイツを抜いて世界第2位へと成長し

ました。ところが、1973年の第1次オイルショックで輸

入原油価格が高騰し、景気が大きく後退します。原料

の安定確保のため、パーム油の生産国であるマレーシア

に投資するなど海外進出を加速する一方、高付加価値製

品として目を付けたのがファインケミカルでした。世界

的水準の高分子改質剤「ブレンマーシリーズ」は、塗料

や接着剤、レジスト材などの分野で販路を拡大したほ

か、有機過酸化物のファイン化も進めました。1983年、

新素材の研究開発を目的に筑波研究所を設立。将来性

が望まれるバイオテクノロジーと脂質を関連付け、医薬

品業界に着目し、高純度の不飽和脂肪酸を開発するな

ど、高付加価値製品を提案する足がかりとなりました。

1980年代に日本経済が絶頂期を迎えた後、バブル

経済は1990年代はじめに崩壊し、商品開発力が企業

の未来を決める時代が到来します。1999年にライフサ

イエンス事業部が発足すると、コンタクトレンズ用洗浄・

保存液や化粧品原料の需要増を見据え、製造能力を拡

大します。また、高純度のPEG誘導体、リン脂質など

の開発で実績を積み、2001年にはDDS事業開発部が

発足しました。2004年には、合成樹脂メーカーに有機

過酸化物を供給するため、中国に現地法人を設立するほ

か、食用加工油脂の新たな生産拠点として、「食の安全

と安心」を基本理念とする大師工場が完成し、使用原料

のトレーサビリティを確保しました。さらに2006年、

日米欧で展開していた防錆事業の統括部門を新設する

一方、溶接・塗料事業を廃止して他社に譲渡するなど、

事業の選択と集中を行いました。
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2007 - 2025

日油ブランドを生み出す5事業でグローバルに展開
サステナブルな社会を目指し、イノベーションを推進

創立70年の節目となる2007年10月、さらなる事業

領域の拡大を目指して、社名を「日本油脂」から「日油」

へと変更しました。油化・化成・化薬・食品の4つの基幹

事業とともに、ライフサイエンス・DDS・防錆からなる組

織体制に。「バイオから宇宙まで」をスローガンに、最先

端技術を備える世界的な総合化学メーカーへの第一歩

を踏み出しました。

高純度化のほか、最先端の分子設計技術といった油化

の技術を結集したDDS事業では、今後大きな成長が見

込まれるバイオ医薬品の分野に、幅広く素材を提供して

います。なかでも主力製品である活性化PEGは、今では世

界シェアNo.1を獲得。タンパク質医薬やペプチド医薬な

ど、多くのバイオ医薬品に採用されています。また、イオン

性脂質やPEG脂質などの機能性脂質は、遺伝子医療へ

の応用が期待され、核酸医薬品用途に展開しています。

ニーズの増加に伴い、2021年に川崎事業所の製造設

備を増強、2025年には100億円規模の投資を行った

新しい製造設備が愛知事業所で稼働を開始する予定で

す。また2024年には、DDSに特化した開発・製造受託

機関であるPhosphorex社へ出資し、協業によりさら

なる事業の強化を推進しました。

地球規模での環境・社会問題が山積するなか、サステ

ナブルな社会に向けたイノベーションへの期待はますま

す高まっています。そこで、2010年代以降の中期経営計

画では、今後の需要が見込まれる「ライフ・ヘルスケア」

「環境・エネルギー」「電子・情報」という、目指す3つの

分野を定めました。自社だけでなく、産学官連携での協

創による新たな素材の開発にも取り組んでいます。さら

に2023年には、経営理念体制を刷新するとともに、事

業部門を再編しました。「NOF VISION 2030」の達

成に向け、国内12の連結子会社ほか、海外9か国12拠

点でグローバルな事業展開を推し進めていきます。
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